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2011年度卒業年次生　伊藤敏朗ゼミ卒業研究発表会
卒論概要　添削結果一覧
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太田 敦士　ミュージックビデオ『UNEXPECTED』の制作  
C08025
小野 翔平　C08072　中村 裕也　ドラマ『アパート』の制作
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森 眞也　C08066　冨川 穂高　ドラマ『ドッペルゲンガー』の制作
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福井 沙織　ドラマ『聞く子さん』の制作
C08089
ボボチョー　プロモーションビデオ『成田ゆめ牧場』の制作
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松岡 翔吾　ドキュメンタリー『自ら描く未来の自分～八千代市成人式プロジェクト～』の制作
C08093
松崎 真澄　ビデオドキュメンタリー『まちは生きている～佐原・復興観光のおもい～』の制作
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渡邊 大地　千葉市動物公園ＰＲビデオ『僕に元気をくれる場所』の制作
＊以下のワード文章は、伊藤敏朗のホームページ中央の【2011年度伊藤敏朗ゼミ卒業生用卒論概要添削結果一覧】をクリックするとダウンロードできます。URLは、http://www.rsch.tuis.ac.jp/~ito/2011_soturon_gaiyo.doc です。

＊卒論概要の登録方法については、http://adlib.rsch.tuis.ac.jp/~akira/bunka/index.htmlを参照のこと。伊藤敏朗のホームページ→Links→東京情報大学／東京農業大学→卒業論文概要集をクリックしていくと行けます。ここに登録されたものに対しても、さらに伊藤から連絡して修正を求めることがあります。最終的に伊藤からOKが出るまで、修正すること。最終締め切り期日は1月31日（火）です。
Whippin’postミュージッククリップ『UNEXPECTED』の制作  
C08020　太田　敦士
　Whippin’post（ウィッピン・ポスト）は、2010年に結成され、都内のライブハウスを中心に精力的な活動を行っている3人組の実力派バンドで、アルバム制作やラジオ出演も果たしている。彼らのプロモーション映像を制作するにあたり、近年、著しく性能が向上したスマートフォンやモバイル端末の動画撮影機能を用いてミュージッククリップにまとめるという新たな映像表現手法を探ることにした。ハイビジョン画質の動画を撮影できる端末を1人1台持ち歩くようになったという時代性を、作品の中にとりこむことが、その狙いである。
　最初に、このプロジェクトの構想をバンドメンバーに伝え、本作のための新曲『UNEXPECTED（アンイクスペクテッド）』を作詞、作曲してもらった。2011年11月5日、東京都練馬区の光が丘公園にバンドメンバー3人と撮影協力者**【？】人を集めて撮影を行った。これらの協力者に、iPhone4をはじめとする高画質撮影が可能なスマートフォン、フューチャーフォン、デジタルカメラなどを持参してもらい、【ほかに、通常のディジタルビデオカメラ＊台も併用して（？）】、計**【？】台のカメラで、公園内で演奏するメンバーを取り囲んで、一斉に撮影した。こうして収録されたマルチアングルの素材をノンリニア編集機で編集し、1本のビデオクリップとして完成させた。
　本プロジェクトの構想は2010年12月からあたためていたが、当時はハイビジョン画質で撮影ができる携帯端末の所有者が少なく、撮影が実現するまでの１年間、その普及を待った。また、東京都が管理する公園等における撮影は一部を除いて原則15名以下で行わなければならないという条例があり、大人数での撮影を行う本プロジェクトを実行できる場所を探すのに苦労した。5ヶ月ほど都内に足を運んでロケハンや許諾申請を行った結果、光が丘公園での撮影が実現した。撮影当日は、撮影およびエキストラとして参加して下さった方、当日の進行を担当してくれた劇団員【ここに唐突に「劇団員」と出てきても何のことかわからない。必然性があれば詳しく述べるか、単にスタッフとする】など、総勢30名近い方々に協力してもらい、狙い通りの撮影を行うことができた。
【ここで、作品そのものについての評価（協力者や観客の意見や感想に触れる。素晴らしい作品ができた、できなかった、作品のクオリティや、ねらいとする「時代性」は表現できた、できなかったなど、他者および自己の評価が書かれるべき】。多くの人々の協力があってこそ、映像制作は可能となるということを痛感した。
ドラマ『アパート』の制作
C08025 小野翔平
C08072
中村 裕也
　本作は、3人の男子大学生をめぐるホラードラマである。
　勇太、達也、幸平の3人は、勇太のアパートで、各人の怖い体験談を披露しあう。達也と幸平の話の後、勇太が語り始める。今から2年前、このアパートに越してきた勇太は冷蔵庫の裏に不気味な絵が貼られているのを見つけた。また風呂場には「お札」が貼られていたが、気にもとめずに剥がしてしまった。次の日の夜、勇太はセーラー服を着た女子校生【?】の幽霊と遭遇するが、話しかける前にその姿は消える。アパートに帰って寝ようとすると玄関から物音が聞こえてくるが、ドアを開けると誰もいない。そんなことが続いたある日、勇太は同級生から、「お前のアパートの周りで悪い噂が流れているから気をつけろ」と忠告される。その夜、再び女子校生の幽霊が出現、勇太は逃げ出す。翌日も幽霊が出現、アパートでは物音が続く。恐怖に震える勇太だが、自分が風呂場の「お札」を剥がしてしまったことを思い出し、元通りの場所に貼り直すと、音は止む。玄関を覗くと誰もいない。ほっと安堵した次の瞬間、背後に出現した幽霊に闇へと引き摺り込まれる。勇太の話がここで終わり、聞き終わった達也と幸平は、「それならお前（勇太）が、いまここにいるのはおかしい」と詰る。と、突然、二人の前で勇太の態度が豹変し、達也と幸平に襲いかかる。
　この作品では、恐怖体験を語り合う3人のうち、1人は既に「お化け」になっていて、残る2人に襲いかかってくるという、不条理な恐怖を描こうとしたが、その狙いはおおむね達成できたと考えている。
　反省点としては、キャスティングの不手際などもあって、俳優が役作りする時間が十分でなかったこと、そのためナレーション部分と、演じている側のテンションがずれてしまい【←何をいっているのかこの部分、意味不明】、多くの撮り直しをしなくてはならなかったことである。また、撮影に使ったアパートの室内が狭く、三脚を置くにも苦労し、思いどおりの絵を撮ることができなかった。
　制作中は、撮影の応援や、俳優としての出演など、ゼミ生の他のメンバーにも手伝ってもらい、仲間の大切さをあらためて感じた。
ドラマ『ドッペルゲンガー』の制作　【「ドッペルベンガー」は固有名詞ではないので「。」をつけないこと】
C08107
森 眞也
C08066
冨川 穂高
　このドラマは、主人公の若者が、自分とは全く性格が違う「もうひとりの自分」と向き合うという不思議な体験を通じて、自分自身が変わろうと努力するようになるという成長物語である。
　大学時代の同級生で、今は社会人となった戌亥（いぬい）・三鏡（みかみ）・瀬田の三人は、卒業後久しぶりに再会、学生時代の戌亥に起こった不思議な体験の思い出話となる。4年前、戌亥は、夢の中で謎の男（もう一人の自分）が自分に話しかけくる夢を見る。はじめは気にしなかった戌亥だが、やがてその声は現実生活でも聞こえるようになり、ある日、目の前にドッペルゲンガーとして現れる。幻覚かと驚く戌亥。その後もドッペルゲンガーは度々出現しては戌亥の生活にも手を出すようになる。まるで戌亥の居場所を奪おうとしているようなふるまいに、対決の構えをとる戌亥だったが、やがてドッペルゲンガーの真の狙いに気づいていく。それは、内気で気弱だった戌亥に、自ら足りないものは何かを気づかせ、それを克服し成長させてやろうというものだった。
　本作では、そんな主人公の姿を、時に真面目に、時にコメディタッチで描きながら、ふとしたきっかけからでも、自分自身を変えていけることに気づき、努力しようとする若者像を表現したいと思ったが、その狙いはおおむね達成することができたと考えている。
　反省点としては、出演者が役作りや演技練習なしでクランクインしてしまい、全体として演技力不足だったことで、本作のメッセージが観客に伝わりにくいものとなってしまったことである。主人公の戌亥は1人2役という難しい役どころだったが、現実の戌亥とドッペルゲンガーとでは、もっとメリハリをつけて演じ分けるべきだったと悔やまれる。そのほか撮影前に明快にしておかなくてはならない問題を、撮影当日に考えこみ始めてしまい、思うように進行できないということもあった。撮影前の入念な準備が必要だった。
　本作の制作に関しては、伊藤ゼミ生だけでなく他ゼミの友人らも、スタッフ、キャストとして参加してくれたほか、ゼミの【？】ＯＢも編集作業に協力してくれたことで無事に完成させることができた。今回の体験から、映像作品というのは1人では作れないものだということを痛感し、あらためて自分の周囲の人々への感謝の念を抱いた。
ドラマ『聞く子さん』の制作
C08084　福井沙織　
　この作品は、一人の青年が幽霊との出会いをきっかけに変わっていくドラマである。
　大学生の河井はオカルト好きの友人から、自分の大学にまつわる幽霊の話を聞かされる。それは学内のある校舎に泊まると、幽霊が現れ、難しいことを質問してくるのだという。答えられない者は、次の日に遺体で発見されるという。幽霊の存在など信じない合理主義者の河井は耳を傾けず、その校舎に1人で泊まる。果たして河井の前に、女の子の幽霊「聞く子さん」が出現。聞く子さんは河井に「空はなぜ青いのか？」などの質問を浴びせてくるが、成績トップの河井には容易く答えられるものばかり。こんな簡単な質問だけかと聞き返すと、聞く子さんは「私はなぜ、死んでしまったのか？」と問うてくる。この質問にばかりは答えることができない河井。しかし、明日までに答えなければ本当に呪い殺されてしまうらしい。河井は翌日、その答えを求めて歩き、数年前、この校舎で事故死した【＊＊菊子（？）】という女子学生がいたことが判明する。夜になって出現した聞く子さんに、河井はこのことを報告する。聞く子さんは記憶が蘇り、自分が成仏できないでいる理由を語りはじめる。それは、撮影中に死んだことで仲間に迷惑をかけたという思いが残ったからだという。しかし彼女の話を聞いていた河井は、【＊＊菊子（？）】が想いを寄せていた男子学生に、それを告げられずに死んでしまったことの方が大きな理由だと考え、聞く子さんに問い直す。その河井の言葉で、胸に秘めた自分の想いに気付いた聞く子さんは、河井に励まされながら、自分の最期の想いを大声で叫ぶ。全てを吐きだした聞く子さんは、河井に例を言うと、安らかに成仏して姿を消す。この不思議な体験を通して、河井は人の心の想いというものへの大切さに気づき、【たとえ相手が幽霊であっても、手助けしたいという気持ちを抱くようになっていく＝などと、作品のテーマに沿って、まとめる】。
　この作品を作るにあたって最初に考えたことは、「怖くないホラー」を作ろうということであった。でき上がってみると、前半はホラー、後半はコメディタッチながら真面目な場面もある純愛ドラマというスタイルで、明らかに異なる雰囲気の物語が同居しているが、その展開の意外性が面白いという観客の意見もあり、全体としては好評価が得られた【これは伊藤の評価なので、このままここに書いておく】。　ハードスケジュールの撮影ではあったが、協力者のおかげで、予定期間内でクランクアップできた。技術上の反省点として、夜景が多く、照明には配慮したつもりだったが、十分な効果が得られていないカットもあり、その難しさを実感した。

本作では、ひとりの青年が幽霊との遭遇という事件を通して変わっていく姿を表現したいと考えていたが、河井役を演じた出演者の演技力の高さで、その狙いを十分に表現することができた。また、物語では、女子学生が撮影中の事故に見舞われたことになっているが、これは「安全な撮影をこころがけよう」というメッセージでもある。
今回の作品制作を通じて、シナリオから全てオリジナルで作ることの難しさ、それを実際に撮影していく大変さを体験した。そして、協力してくれる人がいるからこそ作品は完成できること、苦労も多いが、それにふさわしい学びが得られるということを、あらためて認識した。
プロモーションビデオ『成田ゆめ牧場』の制作
C08089　ボボチョー
この作品は、千葉県成田市の観光牧場、「成田ゆめ牧場」のプロモーションビデオである。
同牧場は、約30万㎡の広大な敷地で、動物を身近に触れ合ったり、ほかの遊園地とはひと味違う学習体験ができるユニークな施設である。作品では、最初に牧場内の見どころをCMのような短いカットを重ねて紹介。続いて、メインキャスターであるピョーアゥンシェイン君（ミャンマー人）が登場、JR滑川駅からのシャトルバスに乗って、牧場入口へと向かう場面となる。ピョーアゥンシェイン君は、牧場内の各施設を、来場者へのインタビューを交えながら歩いて紹介していく。売店、ドッグラン、芝滑り台、ソフトアイスクリーム、乳しぼり体験教室、キャラメル作り教室、アーチェリー、バーベキューハウス、アスレチック広場などを見ていく。ここで、社長やスタッフへのインタビューを挿入。さらに、アヒルのレース、モルモット、乗馬、釣り堀、牛舎、トロッコ列車、モトクロス、ふれあいうさぎ村なども紹介して歩く。最後は駐車場に戻り、牧場バス【シャトルバスのこと？】で帰路につく。
この作品では、緑豊かな自然の中で動物と楽しく触れ合える同牧場を映像で紹介することで、多くの人々に来場を呼びかけたいと思った。ただの観光案内にとどまらず、子どもたちに自然の恵みのありがたさ、体を動かして動物と触れ合う大切さを肌で学ぶことのできる同牧場の魅力を発信することが目的であった。撮影に際しては、来場者への積極的なインタビューを試みた。外国人観光客に英語でインタビューしたり、子どもたちの撮影に際しては同伴の保護者に許諾を得るなど配慮した。いっぽう、映像だけで音声を省いて収録したカットもあったが、編集の段階では、やはり全カットで音をきちんと録音しておくべきだったと反省した。しかし様々な苦労や工夫の成果によって、同牧場の魅力を映像番組にまとめるということには成功したと考えている。
　制作を通じて、自然と動物と触れ合うことができたことは楽しかった。取材に慣れてくると、初対面の方に話しかけて、カメラを向けることが楽にできるようになり、番組制作を通じて成長できたと思えた。そういう意味でも貴重な体験であった。
ドキュメンタリー『自ら描く未来の自分～八千代市成人式プロジェクト～』の制作
C08092　松岡　翔吾
この作品は、2010年度の千葉県八千代市の成人式を企画・運営した「八千代市成人式プロジェクト」のメンバーの活動を紹介したドキュメンタリーである。
同市のこのプロジェクトは10年前、成人を迎える若者たちが自ら考え、行動して、成人式の運営に取り組むことで、社会人としての最初の貴重な体験となることを目的に始まった。新成人を中心に、市の青少年課の職員や地域活動団体の若者が協力して、プロジェクトの実行にあたる。前年の9月から、成人式の本番当日まで、イベントの企画や、会場の装飾などを手がけ、４か月間の準備期間をかけて成人式を創りあげていく。

本作のねらいは、このプロジェクトのメンバーとなった若者たちが団結し、成長していく姿を記録することであった。15分の制限時間（千葉県メディアコンクール）にまとめるため、メンバーのリーダーとなった吉田峻君にスポットをあてて構成することにした。
番組は、前年の9月10日に開かれたプロジェクトの第１回目の会議の模様から始まる。吉田君がリーダーに立候補する様子、式のテーマを話し合い、新成人たちからさまざまな意見が提案される。会議後に吉田君に意気込みを語ってもらう。10月は話し合いが続き、11月からは企画班と装飾班に分かれて準備作業が進められた。12月には吉田君らが成人式会場を下見して、ステージや照明をチェックしていく様子をカメラに収めた。本番も１週間後に迫り、装飾の制作やステージ進行の打ち合わせなどが追い込みとなる。式の前日は、装飾班の手による装飾で会場を飾り付け、ステージでは真剣な表情でリハーサルに取り組む。ここで吉田君に現在の心境を語ってもらう。いよいよ成人式の当日、式の進行をステージの表と裏に置いたカメラで追った。最後にステージから全ての来場者に挨拶をするプロジェクトのメンバーたち。その一言ずつを記録し、吉田君にインタビュー、メンバーの集合写真で番組をまとめた。
本作では、プロジェクトのメンバーたちが1つの目標を達成するために力を合わせる懸命な姿をカメラに収めたいと考えた。準備から式当日までの4か月間、当初こそ遊び感覚もあったメンバーが、次第に真剣な顔つきに変わっていき、プロジェクトに向き合っていく様子を目の当たりにすることができた。この活動を通して、自ら考え決断し行動するうちに、社会人に大切な責任感が芽生えていった姿は、「成人」にふさわしいものだと思え、このプロジェクトの意義が実感できた。
反省点としては、同じ部屋で繰り返される会議の場面が単調になりがちだったこと、プロジェクトの全体像を追うなかで、リーダーの吉田君への密着度が薄れてしまったことなどである。もっとはやい段階で番組構成の的を絞り、主となる対象に肉薄して取材すべきであった。プロジェクトを通じた若者の成長のドキュメントにするはずだったが、今回のような撮影や構成では、一般的な行事の記録ビデオのようになってしまった感がある。映像番組にメッセージをこめて伝えるということの難しさを実感した。
本作は、平成22年度千葉県メディアコンクールの佳作に入選した。
ビデオドキュメンタリー『まちは生きている～佐原・復興観光のおもい～』の制作
C08093 松崎真澄
　
この作品は、東日本大震災で甚大な被害を受けた千葉県香取市佐原の住民たちが、復興観光に取り組んでいる姿を記録したドキュメンタリー番組である。
かつて水郷の都として栄えた佐原は、久しく忘れられた過疎の町でもあった。旧い町並みの保存・修景に取り組んだ人々の長年の努力が実を結び、近年、多くの観光客が訪れるようになり、まちおこしの成功例として全国に知られるようになった矢先、2011年3月11日の大震災に見舞われた。番組では、2005年の震災前に撮影された美しい佐原のまちなみの紹介から始まる。場面は変わり2011年5月の震災後の佐原。雨が降りしきる町。小野川の土手は崩れ、伝統的家屋の屋根にはブルーシートが目立つ。ここで震災当日の映像（外部の方が撮影した素材）が挿入される。瓦がなだれ落ち土煙が吹き上がる。続いて、被災した人々が震災時の状況を生々しく語るインタビューとなる。そんな状況から、まず、おかみさんたちが動きだし、その輪がつぎつぎと広がっていく。「震災から復興していく町の姿を見に来てもらおう」という「復興観光」のための懸命な取り組みが、まちをあげて始まり、キーパーソンへのインタビューを中心に、ふるさとをこよなく愛する人々が、心を重ねて町を支えていく姿を描いていく。落ちた屋根瓦をあえて復興のシンボルとして利用し、中断した佐原囃子の音色が戻り、まちなみ案内ボランティアの名調子が観光客を湧かせる。一時は開催の危ぶまれた佐原の大祭（国指定重要無形民俗文化財）を迎え、町は老いも若きもひとつになる。湧き上がる歓声、山車に見惚れる少女、佐原に活気が戻ってくる。祭りの後の未だ復旧しない町の風景のズームアウトに、「ふるさとをこよなく愛する人々がいるかぎり、この町はいつまでも生き続けていく」とのナレーションが重なり、番組は終わる。
取材は震災後の5月末から開始した。佐原のまちに入って想像以上の震災被害の大きさに驚かされたが、インタビューを重ねるなか、人々は口をそろえて「私は佐原を愛している」と語り、「被災したからこそ、人々の心の絆が強くなった」という言葉に深い感銘を受けた。これほど故郷をこよなく愛する人々が、心を重ねて町を支えていく姿を、この時期だからこそ記録することができたということに、自分自身も誇らしい気分がしてきた。取材活動やインタビューを重ねるなかで、技術や知識も豊かになった。雨天時の取材では多くのマンパワーが必要であることや、混雑する大きな祭の中でインタビューを実施する難しさなどもよくわかり、勉強になった。
この作品は、佐原市民からのサジェッションを受けて制作が開始され、数々の協力者のおかげで完成させることができた。佐原の町の皆様、手伝ってくれたゼミ生や情報文化学科の後輩諸君ら、多くの協力者に感謝を述べたい。
本作は、平成22年度千葉県メディアコンクールの最優秀賞・千葉県教育委員会委員長賞を受賞した。
千葉市動物公園ＰＲビデオ『僕に元気をくれる場所』の制作
C08125 渡邊 大地
この作品は、千葉市動物公園主催の「ちばZOOフェスタ2011映像・デジタル部門コンテスト」の自由作品部門に応募するために制作した同動物園のPRビデオである。
同コンテストの趣旨は、多くの人に動物園に親しんでもらえるようなコンテンツの制作である。そこで本作では、1人の青年が動物園を訪れて１日を過ごすうち、動物たちの生き生きとした姿に触れて元気づけられるというショートドラマ風のPRビデオというコンセプトで制作することにした。
8月下旬から現地を下見、9月上旬から撮影に入り、動物公園の管理課の協力も得て計5回にわたる撮影を敢行した。撮影では、動物達の表情をしっかりと捉えることに努めた。天候が悪かったり、暑さで動物に元気がなかった場合は撮影をやり直した。主人公の青年を演じてくれたゼミの友人も、「動物たちが元気を与えてくれる」というテーマを、適切な演技や表情でよく表現してくれた。反省点としては、作品全体として平板でメリハリが感じられないこと、撮影が夏期だったため、暑さが苦手な動物をとりあげることができなかったことなどがある。もっと早い時期から着手していれば、より多様な動物たちをとりあげることができたと思う。
この作品は上記コンテストにて優秀賞を受賞し、賞品としてipod nano（ディジタル音楽プレーヤー）を獲得した。
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